
兵庫県特別支援学校認定資格開発にかかるプレ検定について 

特別支援教育課  

１ 認定資格開発の趣旨 

・文部科学省委託「キャリア教育・就労支援推進事業」（H26～H28 県立特別支援学校 25

校）の一環 

・生徒の就労への意欲を高め、生徒が身につけた就労に関する力を公的に認定する 

・特別支援学校高等部卒業生の一般就労率（H26 実績：18.3％）を平成 30 年までに全国

平均（H26 実績：28.8%）並に引き上げる 

 

２ 認定資格開発の経緯 

平成 26 年度 ・ キャリア教育・就労支援推進事業の開始 

・ 「特別支援学校就職支援推進会議」の設置（構成：有識者、企業、

ＰＴＡ、福祉関係者等） 

平成 27 年度 ・ 技能検定の先行事例の視察（広島県、滋賀県） 

・ 認定資格の開発にかかる作業部会の設置 

・ ビルクリーニングと喫茶サービスの兵庫モデル評価表（案）の策定 

平成 28 年度 ・ ビルクリーニングと喫茶サービスの「指導の手引き」の作成（６～

11 月） 

・ ビルクリーニングと喫茶サービスのプレ検定実施（８月） 

・ 新たな認定資格開発に向けた調査研究（物流・品出し） 

平成 29 年度 ・ 技能検定（ビルクリーニングと喫茶サービス）の本格実施（予定） 

・ 物流・品出しの兵庫モデル評価表（案）策定（予定） 

 

３ プレ検定の内容 

・特別支援学校技能検定運営委員会（構成：企業等関係者２名、県立特別支援学校教員

25 名）が運営 

・兵庫モデル評価表（案）に基づき審査し、部門・種目ごとに１～１０級を県教育委員

会が認定 

・兵庫モデル評価表（案）の妥当性と「指導の手引き」を検証 

 

４ 技能検定にかかる学校の取組 

（１）実践的段階的作業学習 

作業学習等の年間指導計画にビルクリーニングと喫茶サービスにかかる内容を

位置付け、実践的段階的な指導への改善を図る。 

（２）外部人材等の参画による授業検討会 

公開授業の授業検討会に外部人材等を招き、授業改善を図る。 

 

５ 新たな部門（物流・品出し）の開発にかかる調査研究 

県立高等特別支援学校を研究指定校とし、大手企業参画のもと、運搬陳列や商品化に

かかる実践的段階的な作業学習等の指導内容や評価基準の作成等に取り組む。 
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